
調布市公共基準点管理保全概要  
 

平 成 ２ ６ 年 ４ 月 １ 日  

 

１ 】  構 造 物 引 照 法  

 調 布 市 が 管 理 す る ３ 級 基 準 点 及 び ４ 級 基 準 点（ 相 当 精 度 の 基 準 点 を

含 む ）で あ っ て か つ 永 久 標 識 を 設 置 し た も の（ 以 下「 保 全 点 」と い う 。）

周 辺 の 構 造 物（ 建 物 ，側 溝 ，集 水 桝 ，境 界 標 等 ）３ 点 以 上 を 引 照 と み

な し ， 復 元 を 行 う 。  

 

（ １ ） 測 量  

 １  引 照 点 と み な す 構 造 物 と の 取 り 付 け 箇 所 は ，３ 点 以 上 を 選 定 す

る 。 た だ し ， 選 定 条 件 は 次 の と お り と す る 。  

（ ア ） 引 照 点 は 保 全 点 と 高 低 差 が 小 さ い こ と 。  

（ イ ） 引 照 点 は 保 全 に 優 れ ， 距 離 測 定 箇 所 が 明 瞭 で あ る こ と 。  

（ ウ ） 引 照 点 は 各 方 向 に 均 等 に 配 置 す る こ と 。  

 ２  引 照 点 か ら 保 全 点 ま で の 水 平 距 離 を 銅 巻 尺（ Ｊ Ｉ Ｓ １ 級 ）で 測

定 す る  

 ３  引 照 点 と 保 全 点 の 高 低 差 レ ベ ル（ ３ 級 レ ベ ル ）ま た は ト ー タ ル

ス テ ー シ ョ ン （ ２ 級 相 当 ， 以 下 「 Ｔ Ｓ 」 と い う 。） で 測 定 す る 。  

 

（ ２ ） 保 全 点 の 復 元  

１  保 全 点 か ら 引 照 点 ま で の 水 平 距 離 を 用 い て ，４ 点 以 上 が 一 致 す

る 地 点 に 復 元 点 を 設 置 す る 。 な お ， 示 誤 三 角 形 が 生 じ た 場 合 は ，

内 接 円 の 中 心 を 復 元 点 と す る 。  

 

（ ３ ） 注 意 点  

１  工 事 施 工 後 に 周 辺 の 地 盤 高 が 大 き く 変 化 す る と ，測 定 が 不 可 能

に な る 。  

２  引 照 点 が １ 点 使 用 不 可 能 に な る こ と に よ り ，復 元 点 が 設 置 で き



な く な る こ と の 無 い よ う ， ４ 点 以 上 設 置 す る こ と を 標 準 と す る 。 

 

２ 】  水 糸 法  

 ２ － １  

  引 照 点 は 保 全 点 の 中 心 で 交 差 す る 直 線 で ，そ れ ぞ れ 保 全 点 を は さ

ん だ 両 側 に 各 １ 点 ず つ 引 照 点 を 設 け 位 置 保 全 を 行 う 。  

（ １ ） Ｘ 型  

 １  引 照 点 の 設 置  

（ ア ） Ａ 引 照 点 と 保 全 点 に 水 糸 を  

張 り ， そ の 直 線 上 に Ｂ を 設 置  

す る 。 Ｃ と 保 全 点 に 水 糸 を 張  

り ， そ の 直 線 上 に Ｄ を 設 置 す  

る 。 な お ， ２ 直 線 の 交 点 は で  

き る だ け 直 角 に な る よ う に 設  

置 す る 。ま た ，各 引 照 点 と 保 全 点 の 点 間 距 離 は 等 し く し ，直 線 距

離 は 0.5ｍ か ら 2 0ｍ と す る こ と 。  

（ イ ）引 照 点 と 保 全 点 の 高 低 差 は レ ベ ル（ ３ 級 レ ベ ル ）ま た は ト ー タ

ル ス テ ー シ ョ ン（ ２ 級 相 当 ，以 下「 Ｔ Ｓ 」と い う 。）で 測 定 す る 。  

 

（ ２ ） 保 全 点 の 復 元  

 １  Ａ 引 照 点 と Ｂ 引 照 点 及 び Ｃ 引 照 点 と Ｄ 引 照 点 に そ れ ぞ れ 水 糸

を 張 る 。  

 ２  水 糸 の 交 点 に 復 元 点 を 設 置 す る 。  

 

（ ３ ） 注 意 点  

 １  工 事 施 工 後 に 周 辺 の 地 盤 高 が 大 き く 変 化 す る と 水 糸 が 屈 曲 し ，

読 み 取 り 制 度 が 低 下 す る 。  

 ２  引 照 点 が １ 点 で も 亡 失 す る と 復 元 が で き な く な る こ と の 無 い

よ う ，保 全 点 と 引 照 点 の 間 に 補 助 引 照 点 を ，引 照 点 ― 補 助 引 照 点

― 保 全 点 の 距 離 の 比 が ３：１ と な る よ う に 設 置 す る か ，も う 一 組
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以 上 引 照 点 を 設 置 し て お く こ と 。  

 

２ － ２   

引 照 点 を Ｘ 型 で 設 置 す る ス ペ ー ス が 無 い 場 合 は ，保 全 点 を 起 点 と  

し て 引 照 点 を Ｖ 字 型 に 書 く ２ 点 ず つ 計 ４ 点 設 け 位 置 保 全 を 行 う 。  

（ １ ） Ｖ 型   

 １  引 照 点 の 設 置  

（ ア ） Ａ ， Ｃ 引 照 点 を 保 全 点 よ り    

0.5ｍ か ら 20ｍ ま で の 間 で 設  

置 す る 。  

（ イ ） Ａ ， Ｃ 引 照 点 か ら 保 全 点 に  

水 糸 を 張 り ， Ａ （ Ｃ ） 引 照 点  

― Ｂ （ Ｄ ） 引 照 点 ― 保 全 点 の  

距 離 が ３ ： １ と な る よ う に ， Ｂ ， Ｄ 引 照 点 を 設 置 す る 。  

（ ウ ）Ｂ ，Ｄ 引 照 点 と 保 全 点 の 水 平 距 離 を 測 定 し て お く 。こ の 水 平 距

離 は 保 全 点 の 復 元 の 点 検 に 利 用 で き る 。  

（ エ ）引 照 点 と 保 全 点 の 高 低 差 レ ベ ル（ ３ 級 レ ベ ル ）ま た は Ｔ Ｓ で 測

定 す る 。  

 

（ ２ ） 保 全 点 の 復 元  

 １  Ａ 引 照 点 と Ｂ ， Ｃ と Ｄ に 水 糸 を 張 る 。  

 ２  ２ 本 の 水 糸 の 交 点 に 保 全 点 を 設 置 す る 。  

 

（ ３ ） 注 意 点  

 １  工 事 施 工 後 に 周 辺 の 地 盤 高 が 大 き く 変 化 す る と 水 糸 が 屈 曲 し ，

読 み 取 り 制 度 が 低 下 す る 。  

 ２  引 照 点 が １ 点 で も 亡 失 す る こ と に よ り ，復 元 が で き な く な る こ

と の 無 い よ う ， も う 一 組 以 上 引 照 点 を 設 置 し て お く こ と 。  
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２ － ３  

Ｘ 型 の 応 用 型 で ，保 全 点 を 通 過 す る 直 線 の 保 全 点 を は さ む 両 側 に

引 照 点 を 設 け ， こ の 直 線 と 直 交 す る 直 線 上 に ２ 点 の 引 照 点 を 設 け ，

位 置 保 全 を 行 う 。  

（ １ ） Ｔ 型  

 １  引 照 点 の 設 置  

（ ア ） Ａ 引 照 点 と 保 全 点 に 水 糸 を  

張 り ， そ の 直 線 に Ｂ を 設 置 す  

る 。  

（ イ ） Ｃ か ら 保 全 点 に 水 糸 を 張 り ，  

Ｃ 引 照 点 ― Ｄ 引 照 点 ― 保 全 点  

の 距 離 の 比 が ３ ： １ と な る  

よ う に ， Ｄ を 設 置 す る 。  

（ ウ ）引 照 点 と 保 全 点 の 高 低 差 は レ ベ ル（ ３ 級 レ ベ ル ）ま た は Ｔ Ｓ で

測 定 す る 。  

 

（ ２ ） 保 全 点 の 復 元  

１  Ａ 引 照 点 と Ｂ ， Ｃ と Ｄ に 水 糸 を 張 る 。  

２  ２ 本 の 水 糸 の 交 点 に 保 全 点 を 設 置 す る 。  

 

（ ３ ） 注 意 点  

１  工 事 施 工 後 に 周 辺 の 地 盤 高 が 大 き く 変 化 す る と 水 糸 が 屈 曲 し ，

読 み 取 り 制 度 が 低 下 す る 。  

２  引 照 点 が １ 点 で も 亡 失 す る こ と に よ り ，復 元 が で き な く な る こ

と の 無 い よ う ， も う 一 組 以 上 引 照 点 を 設 置 し て お く こ と 。  

 

３ 】  放 射 法  

  引 照 点 は 保 全 点 を 視 準 で き る 地 点 に 設 け ，水 平 角 と 距 離 測 定 に よ

り 位 置 保 全 を 行 う 。な お ，保 全 点 付 近 の 引 照 点 と す る こ と も で き る 。

ま た ， Ｂ 引 照 点 は ， 自 然 目 標 で も 良 い 。  
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図４　放射法

 

（ １ ） 引 照 点 の 設 置  

 １  保 全 点 の 視 準 で き る 地 点 に Ａ 引 照 点 を 設 置 す る 。な お ，保 全 点

と Ａ 引 照 点 の 点 間 距 離 は 0. 5ｍ か ら 20ｍ と す る 。  

 ２  Ａ か ら Ｂ 方 向 を 零 方 向 と し ，    

保 全 点 ま で の 水 平 角 と 距 離 を  

測 定 す る 。  

 ３  引 照 点 と 保 全 点 の 高 低 差 は  

レ ベ ル （ ３ 級 レ ベ ル ） ま た は  

Ｔ Ｓ で 測 定 す る 。  

 

（ ２ ） 保 全 点 の 復 元  

 １  Ａ に Ｔ Ｓ を 整 置 し ，Ｂ を 零 方 向 と し て 求 め た 保 全 点 ま で の 水 平

角 と 距 離 を 用 い て 復 元 点 を 設 置 す る 。  

 

（ ３ ） 注 意 点  

 １  引 照 点 が 亡 失 す る こ と に よ り 復 元 が 出 来 な く な る こ と の 無 い

よ う ，２ 組 以 上 の 放 射 法 を 確 保 し て お け ば ，１ 組 が 亡 失 し て も 復

元 が 可 能 で あ る 。  

 

（ ４ ） そ の 他  

 １  一 時 撤 去・移 転 に つ い て は ，公 共 基 準 点 管 理 者 と 協 議 す る こ と 。 

 

４ 】 参 考  

（ １ ） Ｇ Ｐ Ｓ ・ Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ 法 （ 汎 地 球 測 位 シ ス テ ム ）  

 １  ２ 級 公 共 基 準 点 測 量 時 に 用 い る 方 法 。（ 街 区 三 角 点 を 含 む ）  

 

（ ２ ） レ ー ザ ー 法  

 １  Ｘ 型・Ｖ 型・Ｔ 型 で の 水 糸 法 の 水 糸 に 代 わ り に レ ー ザ ー 規 準 出

し 器 を 用 い る 方 法 。  



 

（ ３ ） Ｔ Ｓ 法 （ ト ー タ ル ス テ ー シ ョ ン ）  

 １  Ｘ 型・Ｖ 型・Ｔ 型 で の 水 糸 法 の 水 糸 に 代 わ り に セ オ ド ラ イ ト 又

は Ｔ Ｓ を 用 い る 方 法 。  


